
歴
史
が
つ
な
い
だ
大
学
と
の
絆

　

丹
波
篠
山
市
と
神
戸
大
学
が
地
域
連
携

を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
か
ら
20
年
。

大
学
の
「
知
」
と
地
域
の
「
力
」
を
結
び
付

け
な
が
ら
歩
ん
で
き
た
取
り
組
み
は
、
今
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

丹
波
篠
山
市
と
神
戸
大
学
の
縁
は
、
農

学
部
の
前
身
で
あ
る
兵
庫
県
立
農
科
大
学

が
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
か
ら
１
９
６
９

（
昭
和
44
）
年
ま
で
、
篠
山
に
あ
っ
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
間
、
現
場
で
の
課
題

を
共
有
し
、
黒
大
豆
・
山
の
芋
の
生
産
販
売

な
ど
、
農
業
分
野
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
解
決
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
歴
史
あ
る
つ
な
が
り
を
再
び
結
び
直

そ
う
と
、
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
に
「
神

戸
大
学
農
学
部
篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
、
翌
２
０
０
７
（
平
成

19
）年
に
神
戸
大
学
大
学
院　
農
学
研
究
科

と
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
は
神
戸
大

学
と
地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
、
本
格
的

な
連
携
が
始
ま
り
ま
し
た
。

広
が
る
大
学
と
の
連
携

　

地
域
連
携
協
定
締
結
後
は
、
大
学
の
授

業
「
実
践
農
学
入
門
」
を
通
じ
て
学
生
が
地

域
へ
入
り
、
受
入
団
体
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
活
動
に
参
加
。
地
域
住
民
と
の

交
流
を
き
っ
か
け
に
、
丹
波
篠
山
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
活
動
す
る
学
生
サ
ー
ク
ル
も

次
々
に
誕
生
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
は
、

全
国
に
先
駆
け
て
独
自
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
「
半
学
半
域
型
」
を
創
設
。
学
生

が
地
域
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
学
業
や
地
域
活

動
を
両
立
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
、
若
者
が

地
域
と
継
続
的
に
つ
な
が
る
新
た
な
流
れ
を

生
み
出
し
ま
し
た
。　

　
神
戸
大
学
と
の
連
携
は
、
農
業
分
野
に
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。
保
健
学
研
究
科
に
よ
る

発
達
障
害
児
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
、
人
文

学
研
究
科
に
よ
る
地
域
の
古
文
書
整
理
、

人
間
発
達
環
境
学
研
究
科
に
よ
る
里
山
共

生
講
座
の
開
設
な
ど
、
大
学
の
知
見
を
地
域

課
題
の
解
決
に
生
か
す
取
り
組
み
は
、
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。　

未
来
を
創
る
人
材
育
成

　

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
は
、
起
業
す

る
人
材
を
育
成
す
る
拠
点
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
篠

山
口
駅
に
「
神
戸
大
学
・
篠
山
市
農
村
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
」
を
開
設
。
農
村
で
新
し

い
価
値
を
生
み
出
し
て
、
し
ご
と
を
つ
く
る

人
の
た
め
の
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

「
篠
山
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
現
在
の
「
一
般
社
団

法
人
丹
波
篠
山
キ
ャ
ピ
タ
ル
」（
開
始
時
は

一
般
社
団
法
人 

Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｂ
．）へ
と
発

展
し
、
地
域
全
体
で
人
材
を
育
て
る
基
盤
づ

く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神

戸
大
学
を
は
じ
め
多
く
の
大
学
や
研
究
者

が
参
画
す
る
「
丹
波
篠
山
研
究
会
」
が
設
立

さ
れ
る
な
ど
、
本
市
に
は
多
様
な
知
恵
が
集

い
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
地
域
へ
と
歩

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　丹波篠山市と神戸大学が地域連携を本格的にスタートさせてから20
年。この間、大学の「知」と地域の「力」が出会い、多くの学生や研
究者、市民、行政が力を合わせ、地域の課題に向き合いながら、多く
の取り組みを積み重ねてきました。
　今回は、20年間の主な取り組みや成果を振り返るとともに、関係者
の声を交えながら、これからの地域と大学の連携が描く未来について
紹介します。

問い合わせ　創造都市課☎552-5106

神
戸
大
学
×
丹
波
篠
山
市

神
戸
大
学
と
丹
波
篠
山
市
の

地
域
連
携
年
表

２
０
０
６
年

２
０
０
７
年

２
０
０
８
年

２
０
０
９
年

２
０
１
０
年

２
０
１
１
年

２
０
１
４
年

２
０
１
６
年

２
０
２
０
年

２
０
２
２
年

２
０
２
５
年

神
戸
大
学
篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
設

神
戸
大
学
大
学
院 

農
学
研
究
科
・

篠
山
市
地
域
連
携
協
定
締
結

農
業
農
村
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
開
始

農
業
農
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
開
始

神
戸
大
学
・
篠
山
市
地
域
連
携
協

定
締
結

農
業
農
村
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
、
農
業

農
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
を
実
践
農

学
入
門
、
実
践
農
学
と
名
称
変
更

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度(

半
学
半

域
型)

開
始

神
戸
大
学
・
篠
山
市
農
村
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ラ
ボ
開
設
、
篠
山
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
開
講

(

一
社)

Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｂ
．
設
立

丹
波
篠
山
研
究
発
表
会
開
始

(

一
社)

Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｂ
．
を
丹
波

篠
山
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
名
称
変
更

丹
波
篠
山
研
究
会
発
足

そ
し
て
未
来
へ
…

地
域
連
携
20
年
の
歩
み神戸大学と丹波篠山市が20年にわたり築いてきた

地域連携の歩みと、現場で培われた実践知をまとめ
た１冊。

『地域連携の実践知』好評発売中！
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ョ
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街
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ポ
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ト
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ダ
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H
O
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連
携
20
年
を
振
り
返
り
、	

	
	

	

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

６
月
６
日
に
丹
波
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

で
、
神
戸
大
学
と
丹
波
篠
山
市
の
地
域
連
携

20
周
年
を
記
念
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
１
部
で
は
、
神
戸
大
学
大
学
院　
農
学
研

究
科
の
高た

か

田だ

晋し
ん

史じ

準
教
授
が
地
域
連
携
協

定
締
結
の
経
緯
や
、
締
結
に
基
づ
く
活
動
に

つ
い
て
報
告
。
そ
の
後
、
丹
波
篠
山
キ
ャ
ピ

タ
ル
の
谷た

に

川か
わ

智ち

穂ほ

さ
ん
が
、「
神
戸
大
学
・

篠
山
市
農
村
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
」
の
概

要
や
取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
菅す

が

原わ
ら

将し
ょ
う

太た

さ
ん
が
、「
地
域
の
あ
た
た
か
さ
と
フ

ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
駐
在
員
の
存
在
が

重
要
で
あ
る
こ
と
」
を
、
堀ほ

り

井い

宏ひ
ろ

之ゆ
き

副
市
長

か
ら
は
、「
大
学
連
携
が
も
た
ら
し
た
大
き

な
成
果
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
こ
れ
か
ら
の
地
域
連
携
」
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
こ
れ
ま
で
連
携
が
続
い
て
き
た
理
由

や
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　
地
元
で
農
業
を
営
む
吉き

良ら

佳よ
し

晃て
る

さ
ん
は
、

「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
『
共

に
地
域
を
考
え
る
』
場
を
通
じ
て
、
実
際
の

仕
事
や
雇
用
等
の
つ
な
が
り
が
地
域
に
生
ま

れ
た
こ
と
は
大
き
い
。
ま
た
、
日
本
、
世
界

中
に
『
篠
山
で
学
ん
だ
卒
業
生
』
が
い
る
と

い
う
財
産
は
大
学
と
い
う
枠
組
み
が
あ
っ
て

こ
そ
。
こ
の
場
を
今
後
も
大
切
に
し
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
神
戸
大
学O

Ｂ
で
、
学
生
サ
ー
ク
ル
を
立

ち
上
げ
た
鈴す

ず

木き

太た

郎ろ
う

さ
ん
は
、「
学
生
が
地

域
に
入
り
や
す
い
受
入
体
制
や
『
い
つ
で
も

来
て
い
い
よ
』
と
迎
え
て
く
れ
る
地
域
の
温

か
さ
が
、
活
動
の
継
続
に
つ
な
が
り
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。「
今
後
は
、
地

域
側
の
担
い
手
不
足
や
、
地
域
の
魅
力
を
次

世
代
へ
引
き
継
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
で

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

元
丹
波
篠
山
市
駐
在
教
員
の
木き

原は
ら

奈な

穂ほ

子こ

さ
ん
は
、「
連
携
に
よ
っ
て
地
域
と
の
信

頼
関
係
が
築
か
れ
、
大
学
が
研
究
や
教
育
を

進
め
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
学
生
に
と
っ
て
も
農
業
や
農
村
を
実
体

験
で
学
べ
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
く
れ

る
貴
重
な
場
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

Ｎ
ＰO

法
人
里
地
里
山
問
題
研
究
所
の

鈴す
ず

木き

克か
つ

哉や

さ
ん
は
、「
学
生
と
の
交
流
は
、

地
域
に
変
化
を
生
む
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

ま
す
。
地
域
は
も
っ
と
、
課
題
解
決
や
活
性

化
に
お
い
て
、
大
学
に
期
待
し
て
も
よ
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
学
や
民
間

企
業
を
う
ま
く
活
用
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

と
、
そ
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
市
職
員
の
中な

か

瀬せ

文ふ
み

隆た
か

さ
ん
は
、「
今
後
は
、

『
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
う
支
え
る
か
』

に
つ
い
て
が
重
要
で
、
大
学
に
は
引
き
続

き
、
専
門
的
な
知
見
の
提
供
を
期
待
し
て
い

ま
す
』
と
話
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
20
年
に
わ
た
り
築
い
て
き
た
大

学
と
地
域
の
信
頼
関
係
を
礎
に
、
大
学
、
行

政
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
な

が
ら
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

共
有
し
ま
し
た
。

真南条上営農組合相談役　酒
さ か

井
い

勇
いさむ

さん

　2008年に神戸大学の学生31人を受け入れ
ました。神戸大学と共同開発したジャガイモを

「丹波の赤じゃが」として栽培。北野ホテルの
フレンチメニューにも使われました。また、耕
作放棄地に加工用梨を植え、「なしシロップ」
の販売にも取り組みましたが、組合での受入体
制ができず、すべての活動を停止しました。今
後は、地元の受入体制の構築化が必要と思いま
す。

大山郷づくり協議会会長　岡
お か

田
だ

康
や す

則
の り

さん

　今回、神戸大学の学生42人を初めて受け入
れました。学生たちは地域に入り、さまざまな
農作業体験を通じて、農業の現場や地域の暮ら
しに触れます。学生の皆さんには篠山の魅力を
感じてもらい、若い視点で農業や地域づくりへ
の新しいアイデアを出してもらえたらうれしい
です。これからも大学とのつながりを大切に、
地域の活性化につなげていきたいと思います。

丹波篠山市役所 創造都市課　大
お お

西
に し

恒
こ う

輝
き

さん

　「学生がまちを歩いてくれるだけで良い」と
いう地域の期待から始まった事業が、20年を
経て地域おこし協力隊、イノベーションラボ、
起業家輩出などの成果を生み出しました。
　今後は蓄積された人財やネットワーク、知恵
を接続し、多様な人々が関わり、地域社会を持
続可能にする仕掛けにしていきたいと思いま
す。

元地域おこし協力隊　長
な が

井
い

拓
た く

馬
ま

さん

　神戸大学生としてフィールド演習やサークル
活動をきっかけに福住地区と関わり、地域おこ
し協力隊としての活動も経て、この地域で就農
しました。生物多様性を保全するため、篠山の
第一次産業をすべて担う人材になろうと水稲や
黒大豆栽培などの農業に加えて、林業や狩猟に
も取り組んでいます。今後も神戸大学には、学
生が研究を通じて地域と学び合う関係を築いて
ほしいと思います。

次の20年へ、
ともに未来を描く

大学と地域がともに歩んだ20年。
皆さんに、地域連携への思いや
とともに、次の20年に向けた

その歩みを支えてきた関係者の
20年の歩みを振り返っていただく
期待をお聞きしました。

関係者が語る「 地域連携20年」　神戸大学と丹波篠山市の20年にわたる歩みは、地
域の皆さんの受け入れと大学関係者の情熱で築かれた
大切な財産です。この20年の歩みは、フィールドス
テーションの開設、駐在研究員の配置、教育プログラ
ムの実施を始め、農村イノベーションラボの開設、丹
波篠山キャピタルの設立、地域おこし協力隊制度の活
用など、多様な取り組みを通じて、大学と地域が支え
合う連携の基盤が形成されてきました。
　現在、地域連携は「成熟期」から「新生期」へと新
たな段階を迎えています。これからは、地域の次世代
の担い手や若い教員・学生が主体となって活動を継続
できる仕組みづくりが重要です。AIやスマート農業が

進 む 時 代 だ か ら こ
そ、地域に入り、自
然や農にふれながら
五感で感じる「身体
性」の共有がコミュ
ニケーションの核と
な り ま す。大 学 の

「知」と地域の「力」
を結集し、未来につ
ながる持続可能な連
携へ発展していくこ
とを期待しています。

神戸大学大学院 農学研究科
教授　中

な か

塚
つ か

　雅
ま さ

也
や

さん

速

　2011年から丹波篠山市に携わらせていただく中で、
縁もゆかりもない私に、多くの方がとても親切に接し
てくださり、感謝しかありません。特に印象に残って
いることは、授業を通じて、黒大豆の栽培や、農業農
村の知識や技術を教えていただいたことです。
　また、一緒に商品開発をしたり、祭りに参加した
り、地域の課題についてじっくりとお話を聞かせてい
ただいたりしたことも、代え難い経験になりました。
これからも地域の方と共に、ニホンザル等野生動物の

管理をはじめとした
課題解決に取り組ん
でいきたいです。
　魅力あふれる丹波
篠山市を多くの方に
知っていただき訪れ
ていただけるよう、
大学の授業や研究活
動を通した情報発信
にも取り組んでいき
ます。

神戸大学大学院
人間発達環境学研究科
准教授　清

き よ

野
の

未
み

恵
え

子
こ

さん
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現
状
と
医
療
需
要

小
嶋　
今
後
は
、
重
症
の
高
度
医
療
よ
り
も
、

肺
炎
や
脱
水
、
骨
折
な
ど
、
高
齢
の
方
に
多

い
病
気
へ
の
対
応
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り

ま
す
。
市
内
で
完
結
で
き
る
医
療
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
診

て
、
必
要
な
場
合
に
専
門
医
療
へ
つ
な
ぐ
流

れ
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ま
ず
は
安
心
し

て
相
談
で
き
る
体
制
を
望
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

小
嶋　
こ
れ
か
ら
は
、
外
来
、
在
宅
、
介
護

も
含
め
て
、
地
域
全
体
で
支
え
る
医
療
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

病
院
の
診
療
体
制
と

医
療
需
要
へ
の
対
応

市
長　
今
後
は
、
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー

と
岡
本
病
院
の
2
病
院
が
、
地
域
の
医
療
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
協
力
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

井
手　
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現

在
の
診
療
科
を
維
持
し
な
が
ら
、
に
し
き
記

念
病
院
で
行
っ
て
い
る
診
療
体
制
も
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、7

月
か
ら
は
年
中
無
休
と
し
、
総
合
診
療
を
大

き
な
柱
に
し
て
い
き
ま
す
。
夜
間
診
療
は
行

い
ま
せ
ん
が
、
日
曜
・
祝
日
を
含
め
、
ま
ず

は
し
っ
か
り
診
て
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な

医
療
機
関
へ
つ
な
ぐ
体
制
を
整
え
ま
す
。

余
田　
岡
本
病
院
と
し
て
は
、
呼
吸
器
内
科
、

循
環
器
内
科
、
消
化
器
内
科
の
専
門
医
を
そ

ろ
え
る
つ
も
り
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
血
液
内

科
も
含
め
、
一
般
内
科
も
一
通
り
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
体
制
の
現
状
と
課
題

小
嶋　
市
内
の
救
急
搬
送
は
、年
間
約
2
，０

０
０
件
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
約
１
，１

０
０
件
を
市
内
で
受
け
入
れ
、
丹
波
医
療
セ

ン
タ
ー
を
含
め
る
と
約
80
㌫
が
地
域
で
対
応

で
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
重
症
救
急
は
市
内

だ
け
で
は
難
し
く
、
中
等
症
や
軽
症
、
特
に

肺
炎
や
脱
水
な
ど
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

余
田　
救
急
隊
は
、
現
場
の
状
況
を
見
な
が

ら
適
切
な
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
、
そ
う
い

っ
た
体
制
は
丹
波
篠
山
市
で
は
整
っ
て
い
ま

す
。

救
急
医
療
へ
の
思
い
と
取
り
組
み

市
長　
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

余
田　
こ
れ
ま
で
丹
波
篠
山
市
の
救
急
医
療

は
、
大
き
く
崩
れ
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
救
急
だ
け
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
早
め
に
診
て
、
早
め
に
対
応
す

る
仕
組
み
が
大
切
で
す
。
必
要
な
体
制
を
整

え
な
が
ら
、
地
域
で
支
え
ら
れ
る
医
療
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
嶋　
救
急
医
療
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に

も
、
日
頃
か
ら
地
域
の
医
療
機
関
が
連
携
し
、

患
者
さ
ん
の
情
報
を
共
有
で
き
る
仕
組
み
が

必
要
で
す
。

2
病
院
に
期
待
す
る
こ
と

市
長　
市
と
し
て
は
、
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン

タ
ー
と
岡
本
病
院
の
2
病
院
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
何
で
も
1
つ
の
病
院
で
診
る
の
で

は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
連
携
し
、
適
切
な

医
療
に
つ
な
げ
る
体
制
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
手　
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

れ
ま
で
兵
庫
医
科
大
学
が
取
り
組
ま
れ
て
き

た
こ
と
を
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
、「
引
き
継
い

で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
ま
す
。

市
長　
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
安
心
し

て
相
談
で
き
る
病
院
が
あ
る
こ
と
は
本
当
に

大
切
で
す
。
2
病
院
が
協
力
し
合
う
こ
と
で
、

そ
の
安
心
を
支
え
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

市
内
医
療
機
関
の
連
携
と

医
師
会
の
役
割

小
嶋　
医
療
は
1
つ
の
機
関
だ
け
で
完
結
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
医
療
機

関
が
垣
根
を
越
え
て
連
携
し
、
市
内
を
一
つ

の
病
院
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
し
っ
か
り
作
っ
て
ワ
ン
チ
ー
ム
と
し

て
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
師
会
と
し
て
は
、
限

ら
れ
た
医
療
資
源
を
上
手
に
活い

か
せ
る
よ

う
、
補
完
し
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、Ｐ
Ｈ
Ｒ(

パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル

ス
レ
コ
ー
ド)

の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。Ｐ

Ｈ
Ｒ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
っ
て

自
分
の
健
康
情
報
を
持
ち
、
必
要
な
と
き
に

医
療
機
関
へ
共
有
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
医

師
会
と
市
が
一
緒
に
、
京
都
大
学
の
Ｐ
Ｈ
Ｒ

普
及
推
進
協
議
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
進
め

て
い
ま
す
。
医
療
だ
け
で
な
く
介
護
と
も
つ

な
が
る
形
に
発
展
さ
せ
、
情
報
共
有
を
よ
り

ス
ム
ー
ズ
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

10
月
に
は
高
齢
者
大
学
で
、
11
月
に
は
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
周
知
や
体
験
の
機
会
を
設

け
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
意
見
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

余
田　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
し
っ
か
り
作
っ
て

ワ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
Ｐ
Ｈ
Ｒ
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と

考
え
て
お
り
、
紀
洋
会
と
し
て
は
医
療
・
介

護
部
門
含
め
て
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長　
医
療
機
関
、
医
師
会
、
行
政
が
力
を

合
わ
せ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
丹
波
篠
山
市

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

小
嶋　
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
地
域
の
医
療

を
一
緒
に
支
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

い
で
す
。
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
活

用
し
な
が
ら
、
よ
り
安
心
で
き
る
医
療
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

井
手　

さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て

も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
こ
こ
な
ら
安
心
で

き
る
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
病
院
を
め
ざ

し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

余
田　
岡
本
病
院
も
、
専
門
性
を
持
ち
な
が

ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け

る
医
療
機
関
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
必
要
な
と
き
に
頼
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　丹波篠山市では、７月からささやま医療センターがみ
どり会へ引き継がれ、新たな地域医療体制がスタートし
ました。
　これまで、兵庫医科大学が地域の中核病院として果た
してきた役割を受け継ぎながら、これからは、救急医療
を担うささやま医療センターと岡本病院２つの病院と医
師会をはじめとする地域の医療機関が連携し、市民の安
心を支える体制づくりが進められます。
　今回の対談では、新たな地域医療体制のスタートを迎
えた今、今後の体制づくりや地域医療の未来について、
それぞれの立場から語り合っていただきます。

問い合わせ　長寿福祉課☎552-5346
健康課　　☎594-1117

⃝酒井隆明市長
　（丹波篠山市長）

⃝小
お

嶋
じま

敏
とし

誠
まさ

さん
　（丹波篠山市医師会会長）

⃝余
よ

田
でん

洋
よう

右
すけ

さん
　(医療法人社団紀洋会理事長)

⃝井
い

手
で

通
みち

雄
お

さん
　（医療法人社団みどり会理事長）

地域医療を守るために
～２病院と医師会が支える、丹波篠山のこれから～

医療法人社団紀洋会・余田洋右理事長、丹波篠山市医師会・小嶋敏誠会長、
医療法人社団みどり会・井手通雄理事長、酒井隆明市長(左から)　

特別対談

対談者

62026.87
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